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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち

人と活力であふれる産業の振興

農林水産業の振興

生産体制の充実

有害鳥獣被害対策事業

創造都市推進局

農林水産課

087-839-2422

令和 年度～6 令和 年度13

鳥獣保護管理法　鳥獣被害防止特別措置法

　市内における有害鳥獣（イノシシ等）による農産物等の被害を防止し、営農意欲の確保、農業施設（農道・水路）
の保全を図るために、本市鳥獣被害防止計画に基づき、農家への防護柵等設置経費の助成や、猟友会等による捕獲活
動を奨励する。

年度7

①イノシシ・サル対策　被害防止対策補助（捕獲）・防護柵等整備助成・箱わな導入事業　他
②アライグマ対策　殺処分機用炭酸ガス代　他
③その他の事業　高松市鳥獣被害対策実施隊員報酬・会計年度任用職員給料等　他

市内の農業者、鳥獣による被害農家数

　農作物被害地域住民による鳥獣を寄せ付けない鳥獣ストップゾーン（緩衝帯）の整備、集落単位での防護
柵等の設置、香川県猟友会等による有害捕獲及び指定管理鳥獣捕獲等推進事業等による捕獲を強化し、イノ
シシやアライグマ等有害鳥獣による被害の軽減を図る。

R 4 R 5 R 6 R 7
R 8

イノシシ等捕獲に係る補助金交付件数 件／年 0 0 1,715 3,000 3,000

防護柵等設置に係る補助金交付件数 件／年 0 0 39 40 40

鳥獣による被害金額 万円

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 2,017 2,000 2,000
0 0 1,998

有害鳥獣による食害で発生した農水産物の被害額は僅かなが　
ら、目標値を超えたもののおおむね達成することができた。

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 2017 2000 2000 2000
0 0 1998

0 0 2017 2000 2000 2000
0 0 1998

R4 R5 R6 R7
R8

100.9%



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0 % 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

48,762 42,280 48,562 54,770

27,058 20,452 26,174 32,382

21,704 21,828 22,388 22,388

５

５

３

３

５

３

令
和

6

令
和

7

①イノシシ・サル対策　被害防止対策補助（捕獲）・防護
柵等整備助成・箱わな導入事業　他
②アライグマ対策　殺処分機用炭酸ガス代　他
③その他の事業　高松市鳥獣被害対策実施隊員報酬・会計
年度任用職員給料等　他

①イノシシ・サル対策　被害防止対策補助（捕獲）・防護
柵等整備助成・箱わな導入事業　他
②アライグマ対策　殺処分機用炭酸ガス代　他
③その他の事業　高松市鳥獣被害対策実施隊員報酬・会計
年度任用職員給料等　他

①１９，８２９千円
② ３８２千円
③ ４，０６８千円

①１７，２８６千円
② ３７７千円
③１４，７１９千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

26,174

0

15,237

0

0

10,937

13,256

0

0

19,126

0

32,382

結びつく

高まっている

貢献度が中程度、義務的事

貢献度が中程度、義務的事

現状が最適である

概ね効率的にできている

業

業

Ａ 94 100
94 継続

　有害鳥獣による農林水産業にかかる被害は、高止まり傾向にあるため、引き続き粘り強く対応していく必要がある。

　引き続き、鳥獣被害防止に努めるとともに、環境整備（鳥獣ストップゾーンの整備）、防御（集落単位での防護柵の設置等）を効率

的、効果的に実施する。

（予算）R 7（決算）R 6（決算）R 5（決算）R 4



R 2 R 3 R 4 R 5 R 6 R 7 R 8 R 9
0

5

10

15

20

25

R 2 R 3 R 4 R 5 R 6 R 7 R 8 R 9
0

1

まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち

人と活力であふれる産業の振興

農林水産業の振興

生産体制の充実

園芸産地育成推進事業

創造都市推進局

農林水産課

087-839-2422

令和 年度～6 令和 年度13

かがわ園芸産地生産力強化対策事業費補助金

多様化する消費者のニーズに対応した品質と安定的な供給力を持った園芸産地の持続的発展を図るため、県オリジナ
ル品種などの園芸作物等の生産拡大に取り組むための農業機械施設等の整備に対する支援を行う。

年度7

①園芸産地育成強化推進事業費
②多彩な園芸産地育成推進事業費

高松市内の農業生産者

市内における農業生産力の増大及び付加価値の高い作物の産地化を図り、競争力の強化を目指す。

R 4 R 5 R 6 R 7
R 8

補助金交付件数 件 0 0 15 15 15

野菜・果樹の市内販売金額（ＪＡ取扱分） 億円

R 4 R 5 R 6 R 7
R 8

0 0 21 21 21
0 0 22

生産者の減少・高齢化や夏期の高温による品質低下等、厳しい
状況の中、担い手農家等による施設野菜・果樹の生産拡大に努
めた結果、相対的な農産物価格の上昇もあり、目標販売額を達
成した。

104.8%

点35

R 2 R 3 R 4 R 5 R 6 R 7 R 8 R 9
0 0 21 21 21 22
0 0 22

0 0 21 21 21 22
0 0 22

R 4 R 5 R 6 R 7
R 8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～( 0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

69,100 110,135 64,459 694,706

59,371 101,855 54,423 684,670

9,729 8,280 10,036 10,036

５

３

３

３

３

３

令
和

6

令
和

7

①園芸産地育成強化推進事業費
②多彩な園芸産地育成推進事業費

①園芸産地育成強化推進事業費
②多彩な園芸産地育成推進事業費

①　　　　９７５千円
②　５３，４４８千円

①　　　　９７５千円
②６８３，６９５千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

54,423

0

43,198

0

0

11,225

20,210

0

0

664,460

0

684,670

結びつく

横ばいである

貢献度が中程度、義務的事

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

概ね効率的にできている

業

業

Ａ 90 100
90 継続

県オリジナル品種等の付加価値の高い農産物の生産拡大に取り組む担い手農業者を支援することにより、園芸作物等の生産拡大を推進

した。

今後も、国、県などの補助事業を積極的に活用し、コスト縮減を図りながら、園芸産地の育成を図る。

（予算）R 7（決算）R 6（決算）R 5（決算）R 4
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まちづくりの目標 評
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担
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局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち

人と活力であふれる産業の振興

農林水産業の振興

生産体制の充実

畜産振興事業

創造都市推進局

農林水産課

087-839-2422

令和 年度～6 令和 年度13

家畜伝染病予防のほか、和牛等の効率的かつ組織的な育種改良により、産肉性等経済能力の向上を図るため、毎年度
予算の範囲内において補助金を交付することにより、優良繁殖牛の導入による優良牛の作出等を促進する。

年度7

（１）家畜法定伝染病予防事業
　家畜法定伝染病予防事業
（２）肉用牛等生産振興事業
　優良家畜導入輸送事業、繁殖和牛等増産対策事業、和牛改良基地育成事業
（３）　家畜環境衛生対策事業

高松市内の畜産農家

家畜伝染病の発生防止、まん延防止に努め、畜産経営の安定に資する。

R 4 R 5 R 6 R 7
R 8

補助金交付頭数 頭 0 0 2,467 5,000 5,000

１戸当たりの乳用牛飼養頭数 頭

R 4 R 5 R 6 R 7
R 8

0 0 126 128 129
0 0 151

市内の乳用牛の増産が図られたことから、目標値を達成でき　
た。

119.8%

点35

R 2 R 3 R 4 R 5 R 6 R 7 R 8 R 9
0 0 126 128 129 130
0 0 151

0 0 126 128 129 130
0 0 151

１戸当たりの肉用牛飼養頭数 頭

R 4 R 5 R 6 R 7
R 8

0 0 162 164 166
0 0 207

市内の肉用牛の増産が図られたことから、目標値を達成でき　
た。

127.8%

点35



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～( 0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

12,590 4,628 3,755 5,313

6,603 2,370 2,983 4,541

5,987 2,258 772 772

５

３

５

３

３

５

令
和

6

令
和

7

（１）家畜法定伝染病予防事業
　家畜法定伝染病予防事業
（２）肉用牛等生産振興事業
　優良家畜導入輸送事業、繁殖和牛等増産対策事業、和牛
改良基地育成事業

（１）家畜法定伝染病予防事業
　家畜法定伝染病予防事業
（２）肉用牛等生産振興事業
　優良家畜導入輸送事業、繁殖和牛等増産対策事業、和牛
改良基地育成事業
（３）　家畜環境衛生対策事業

（１）１，９３５千円
（２）１，０４８千円

（１）　２，１８１千円
（２）　１，４６０千円
（３）　　　９００千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

2,983

0

0

0

0

2,983

4,541

0

0

0

0

4,541

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

現状が望ましい

業

Ａ 94 100
94 継続

家畜伝染病の検査及び予防注射の実施と併せて、優良な繁殖和牛の導入及び優良な子牛の市内保留に対して補助を行った。

家畜伝染病の発生・蔓延を防止するため、家畜法定伝染病対策を重点的に実施するほか、各種助成を継続することで畜産経営の安定に

資する。

（予算）R 7（決算）R 6（決算）R 5（決算）R 4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち

人と活力であふれる産業の振興

農林水産業の振興

生産体制の充実

漁場保全補助事業

創造都市推進局

農林水産課

087-839-2422

令和 年度～6 令和 年度13

海底耕うんの実施及び漁船漁具等の整備、漁協・海岸の環境改善により、漁業生産性向上を図る。

年度7

（１）水産多面的機能発揮対策事業
　水産資源の保護育成を目的とした海底耕うんを実施す　る。
（２）海浜清掃事業
　漁業者による漁港・海岸の廃棄物回収事業を実施する。
（３）漁船漁具保全施設設置事業

市内の漁業者が組織する団体

（１）海底耕うんをすることにより、貝類や底性生物の生息環境を改善する。
（２）漁協・海岸の環境改善を通じ、漁業生産性を向上させる。

R 4 R 5 R 6 R 7
R 8

補助金交付件数 件 0 0 3 5 5

生鮮水産物出荷量 ｔ

R 4 R 5 R 6 R 7
R 8

0 0 3,000 3,000 3,000
0 0 2,652

新型コロナウイルス感染症の規制が撤廃されイベント等の再開
により経済も回復傾向にあったが、魚介類の消費量の回復は遅
く生鮮水産物の出荷量は落ち込み、目標を達成できなかった。 88.4%

点31

R 2 R 3 R 4 R 5 R 6 R 7 R 8 R 9
0 0 3000 3000 3000 3000
0 0 2652

0 0 3000 3000 3000 3000
0 0 2652

R 4 R 5 R 6 R 7
R 8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～( 0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

5,410 3,659 6,386 6,485

4,662 2,906 5,614 5,713

748 753 772 772

５

３

５

３

３

５

令
和

6

令
和

7

（１）水産多面的機能発揮対策事業
　水産資源の保護育成を目的とした海底耕うんを実施す　
る。
（２）海浜清掃事業
　漁業者による漁港・海岸の廃棄物回収事業を実施する。
（３）漁船漁具保全施設設置事業
　老朽化した船揚げ施設の改修

（１）水産多面的機能発揮対策事業
　水産資源の保護育成を目的とした海底耕うんを実施す　
る。
（２）海浜清掃事業
　漁業者による漁港・海岸の廃棄物回収事業を実施する。
（３）漁船漁具保全施設設置事業
　老朽化した船揚げ施設の改修

（１）９９３千円
（２）１，９０１千円
（３）２，７２０千円

（１）９９３千円
（２）２，０００千円
（３）２，７２０千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

5,614

0

2,720

0

0

2,894

2,993

0

0

2,720

0

5,713

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

現状が望ましい

業

Ａ 86 100
86 継続

海底耕うんの実施、漁協・海岸の環境改善により、漁業生産性の向上が図られた。

瀬戸内海のような限られた漁場では、環境保全に取り組むことで、漁業資源の安定化が図られることと、漁業の生産性の向上を図るた

めに、継続する必要がある。

（予算）R 7（決算）R 6（決算）R 5（決算）R 4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち

人と活力であふれる産業の振興

農林水産業の振興

生産体制の充実

森林整備事業

創造都市推進局

農林水産課

087-839-2422

令和 年度～6 令和 年度13

森林環境税及び森林環境譲与税に関する法律

森林環境譲与税を活用し、間伐や人材育成・担い手の確保、木材利用の促進や普及啓発等の森林整備及びその促進等
を行う。

年度7

①森林整備、林道維持管理等の委託事業　②林道・作業道の維持修繕　③かがわ森林整備担い手対策協議会負担金　
④森林整備、県産木材普及、木材需要拡大の補助事業　⑤事務費等　⑥森林整備基金積立金

高松市内の市有林等の山林

森林環境譲与税を活用し、間伐や人材育成・担い手の確保、木材利用の促進や普及啓発等の森林整備及びそ
の促進等を行うことを通じ、国土の保全や水源の涵養等の公益的機能を有する本市の森林の適切な管理等を
進める。

R 4 R 5 R 6 R 7
R 8

森林整備事業補助金（作業種：間伐）交付件数 件 0 0 0 10 10

間伐実施面積 ｈａ

R 4 R 5 R 6 R 7
R 8

0 0 15 15 15
0 0 7.83

間伐等による森林管理に努めたものの目標は達成できなかった
。

52.2%

点18

R 2 R 3 R 4 R 5 R 6 R 7 R 8 R 9
0 0 15 15 15 15
0 0 7.83

0 0 15 15 15 15
0 0 7.83

R 4 R 5 R 6 R 7
R 8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～( 0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

61,876 76,724 87,564 88,935

49,902 62,423 67,492 68,863

11,974 14,301 20,072 20,072

５

３

５

５

３

５

令
和

6

令
和

7

①森林整備、林道維持管理等の委託事業②森林整備用備品
の購入③森林整備、県産木材普及、木材需要拡大の補助事
業④事務費等⑤森林整備基金積立金⑥森林団体育成

①森林整備、林道維持管理等の委託事業　②林道・作業道
の維持修繕　③かがわ森林整備担い手対策協議会負担金　
④森林整備、県産木材普及、木材需要拡大の補助事業　⑤
事務費等　⑥森林整備基金積立金

①１３，１１２千円
②　９，４０２千円
③１０，１３７千円
④１７，６３７千円
⑤１０，１１２千円
⑥　７，０９２千円

①１５，８５３千円
②　　　　　０千円
③　７，４４８千円
④３６，２７８千円
⑤　９，２８４千円
⑥　　　３６３千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

67,492

0

773

0

91

66,628

68,354

0

0

509

0

68,863

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が望ましい

現状が望ましい

Ｂ 62 100
62 継続

　森林環境譲与税を活用し、継続的に各種事業を着実に実施する必要がある。

・森林環境譲与税を活用し、各種事業を着実に実施する。

（予算）R 7（決算）R 6（決算）R 5（決算）R 4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち

人と活力であふれる産業の振興

農林水産業の振興

生産体制の充実

林業振興事業

創造都市推進局

農林水産課

087-839-2422

令和 年度～6 令和 年度13

森林法

　森林資源の造成、水源涵養及び国土保全、造林技術の向上、農山村の雇用と所得の確保などを図るため分収造林事
業を実施し、豊かな森林を育てる。
　健全な森林づくりや里山づくりの支援を行い、水源涵養、国土の有効利用、自然環境の保全を図る。
　また、森林所有者による計画的かつ一体的な森林施業の実施に不可欠な活動に要する経費に対し支援する。

年度7

分収造林整備事業
　　　　　３６７，４００円×一式
造林助成事業
　　　　　５０ｈａ

分収造林地
民有林

森林資源の造成、水源涵養及び国土保全、農山村の雇用と所得の確保を図るため分収造林事業を実施し、ま
た、森林所有者による計画的森林施業の実施に不可欠な施業に要する経費に対し支援する。

R 4 R 5 R 6 R 7
R 8

造林施業面積 ｈａ 0 0 0 10 10

補助金交付件数 件 0 0 0 1 1

分収造林地において造林施業を実施した面積
の比率 ％

R 4 R 5 R 6 R 7
R 8

0 0 3 3 3
0 0 1.5

分収造林地における森林施業について、計画どおりの森林管理
が行えなかった。

50.0%

点18

R 2 R 3 R 4 R 5 R 6 R 7 R 8 R 9
0 0 3 3 3 3
0 0 1.5

0 0 3 3 3 3
0 0 1.5

人工造林地において造林施業を実施した面積
の比率 ％

R 4 R 5 R 6 R 7
R 8

0 0 3 3 3
0 0 1.5

木材価格が低迷し、造林意欲が低下している中、作業員不足も
影響し、計画どおりの森林管理が行えなかった。

50.0%

点18



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～( 0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

10,456 10,567 5,449 3,458

6,714 6,051 3,133 1,142

3,742 4,516 2,316 2,316

５

３

３

３

３

３

令
和

6

令
和

7

分収造林整備事業
　　　４，３６６，３７０円×一式
造林助成事業
　　　　　５０ｈａ

分収造林整備事業
　　　　　３６７，４００円×一式
造林助成事業
　　　　　５０ｈａ

分収造林整備事業費等
　２，００２千円
森林保険料　　　　　
　　　６８５千円
分収造林審議会　
　　　　２０千円
契約に係る事務費・旅費　
　　　４２６千円

分収造林整備事業費等
　　　３６８千円
森林保険料　　　　　
　　　６２３千円
分収造林審議会　
　　　　２０千円
契約に係る事務費・旅費　
　　　１３１千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

3,133

0

791

0

0

2,342

927

0

0

215

0

1,142

結びつく

横ばいである

貢献度が中程度、義務的事

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

概ね効率的にできている

業

業

Ｃ 56 100
56 改善

　森林資源を守るとともに、森林所有者の造林事業を支援することにより、林業の振興に寄与している。

木材価格が低迷し、山林所有者の造林意欲が低下している中、計画的に森林造成を進め、健全な山づくりを行う。

（予算）R 7（決算）R 6（決算）R 5（決算）R 4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち

人と活力であふれる産業の振興

農林水産業の振興

生産体制の充実

水産振興事業

創造都市推進局

農林水産課

087-839-2422

令和 年度～6 令和 年度13

水産業を振興する上で重要な施策である稚魚の種苗放流・増養殖の事業を実施する。

年度7

（１）栽培漁業推進事業：ヒラメ、クルマエビ、マダコ等の放流
（２）水産増養殖事業：イカ産卵期設置
（３）淡水魚種苗放流事業
（４）漁業近代化資金等利子補給事業

市内の漁業者

水産資源の増殖を図る。

R 4 R 5 R 6 R 7
R 8

ヒラメ放流尾数 尾 0 0 15,000 12,000 12,000

補助金交付件数 件 0 0 2 6 6

生鮮水産物出荷量 ｔ

R 4 R 5 R 6 R 7
R 8

0 0 3,000 3,000 3,000
0 0 2,652

令和５年度から、新型コロナウイルス感染症の規制が撤廃され
イベント等の再開により経済も回復傾向だが、物価高騰の影響
により魚介類を買い控えるなど魚介類の消費量の回復は遅く生
鮮水産物の出荷量は落ち込み、目標を達成できなかった。

88.4%

点31

R 2 R 3 R 4 R 5 R 6 R 7 R 8 R 9
0 0 3000 3000 3000 3000
0 0 2652

0 0 3000 3000 3000 3000
0 0 2652

R 4 R 5 R 6 R 7
R 8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～( 0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

5,788 6,590 6,304 6,151

4,291 5,085 4,760 4,607

1,497 1,505 1,544 1,544

５

３

５

５

３

５

令
和

6

令
和

7

（１）栽培漁業推進事業：ヒラメ、クルマエビ、マダコ等
の放流
（２）水産増養殖事業：イカ産卵期設置
（３）淡水魚種苗放流事業
（４）漁業近代化資金等利子補給事業

（１）栽培漁業推進事業：ヒラメ、クルマエビ、マダコ等
の放流
（２）水産増養殖事業：イカ産卵期設置
（３）淡水魚種苗放流事業
（４）漁業近代化資金等利子補給事業

（１）負担金、補助金
　３，２５９千円
（２）補助金
　３６０千円
（３）補助金
　９８０千円
（４）利子補給
　１６１千円

（１）負担金、補助金
　３，２７１千円（３事業）
（２）補助金
　３２０千円
（３）補助金
　９２０千円
（４）利子補給
　　９６千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

4,760

0

200

0

0

4,560

4,407

0

0

200

0

4,607

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が望ましい

現状が望ましい

Ａ 88 100
88 継続

令和３年度から取り組んでいるイカの増殖事業（産卵器具の設置）では、良好な産卵状況が確認されている。

水産資源の維持・増大を図るために必要な事業であることから、継続する必要がある。

（予算）R 7（決算）R 6（決算）R 5（決算）R 4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち

人と活力であふれる産業の振興

農林水産業の振興

生産体制の充実

松くい虫防除事業

創造都市推進局

農林水産課

087-839-2422

令和 年度～6 令和 年度13

健全な森林の育成と、公益的機能の維持向上等を図るため、地域の実態や松くい虫被害状況に応じ防除事業を実施す
る。

年度7

松くい虫防除事業

高松市内の山林

松くい虫防除事業等を実施することにより、健全な森林を育成する。

R 4 R 5 R 6 R 7
R 8

松くい虫被害木材伐倒駆除材積 ｍ３ 0 0 0 20 20

年間松くい虫被害材積の伐倒駆除事業実施し
た面積比率 ％

R 4 R 5 R 6 R 7
R 8

0 0 20 20 20
0 0 20

作業予定地内の対象木について全て防除できたことにより、目
標を達成することができた。

100.0%

点35

R 2 R 3 R 4 R 5 R 6 R 7 R 8 R 9
0 0 20 20 20 20
0 0 20

0 0 20 20 20 20
0 0 20

R 4 R 5 R 6 R 7
R 8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～( 0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

0 0 5,402 8,125

0 0 3,858 6,581

0 0 1,544 1,544

５

３

３

３

３

３

令
和

6

令
和

7

松くい虫防除事業

松くい虫防除事業

３，８５８千円

６，５８１千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

3,858

0

1,452

0

0

2,406

3,712

0

0

2,869

0

6,581

結びつく

横ばいである

貢献度が中程度、義務的事

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

概ね効率的にできている

業

業

Ａ 90 100
90 継続

　松くい虫被害は小康状態となっているが、今度も防除事業を総合的に実施する必要がある。

地域の実態や松くい虫の被害状況に応じて、また、事前調査をしっかり行い、適正規模で防除事業を実施する。

（予算）R 7（決算）R 6（決算）R 5（決算）R 4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち

人と活力であふれる産業の振興

農林水産業の振興

生産振興と担い手の確保・育成

スマート農業推進事業

創造都市推進局

農林水産課

087-839-2422

令和 年度～6 令和 年度13

重点取組 ④6- 高松市スマート農業推進事業費補助金交付要

県・ＪＡ等の関係機関やＩＣＴベンター等と連携して、ＩＣＴシステム等の先端技術、ＡＩ、ロボット技術等のスマ
ート農業の推進を図るとともに、スマート農業技術の導入・活用を促進することにより、生産性を高め、収益力を強
化するためのノウハウと技術を集約し、本市における次世代の農業経営を支援するもの。

年度7

高松市スマート農業推進事業

認定農業者、認定新規就農者、農地所有適格法人、集落営農組織、鳥獣被害対策実施隊員で、いずれも市内
で農業を営む者のうち、市内に居住し、又は所在する者

若年就農者にも魅力のある「創造性豊かで持続可能な農業」を実現するため、スマート農業技術の導入・活
用を推進することにより、農作業の省力化や農作物の高品質化等を図る。

R 4 R 5 R 6 R 7
R 8

高松市スマート農業推進事業に取組む件数 件 0 0 2 4 4

スマート農業導入経営体件数（延べ） 経営体

R 4 R 5 R 6 R 7
R 8

0 0 29 33 37
0 0 29

新規就農者等の担い手農家に対する事業の周知を図り、計画ど
おりに事業を実施した結果、目標を達成できた。

100.0%

点35

R 2 R 3 R 4 R 5 R 6 R 7 R 8 R 9
0 0 29 33 37 41
0 0 29

0 0 29 33 37 41
0 0 29

R 4 R 5 R 6 R 7
R 8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～( 0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

4,236 4,589 4,088 4,088

494 825 1,000 1,000

3,742 3,764 3,088 3,088

５

５

５

３

３

３

令
和

6

令
和

7

高松市スマート農業推進事業

高松市スマート農業推進事業

補助金１，０００千円

補助金１，０００千円
※補助率１／２以内
※補助金上限５００千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

1,000

0

0

0

1,000

0

1,000

0

0

0

0

1,000

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

概ね効率的にできている

業

Ａ 94 100
94 拡充

農業の生産性向上や農作物の高品質化のため、スマート農業技術を導入することは、本市の農業振興を図る上で重要な取組の一つであ

るため、導入コストの低減を図りつつ、引き続き、スマート農業の普及を推進する。

重点取組事業として継続する。

（予算）R 7（決算）R 6（決算）R 5（決算）R 4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち

人と活力であふれる産業の振興

農林水産業の振興

生産振興と担い手の確保・育成

環境にやさしい農業の推進事業

創造都市推進局

農林水産課

087-839-2422

令和 年度～6 令和 年度13

農業の有する多面的機能の発揮の促進に関す

　中山間地域などの農業生産条件が不利な指定地域の農用地区域を対象として、耕作放棄地の発生防止と農業の多面
的機能の確保を図るため、集落協定を締結し５年以上農業を継続する農業者に対して交付金を交付する。
　化学肥料・化学合成農薬を原則５割以上低減した上で、地球温暖化防止や生物多様性保全に効果の高い営農活動に
取組む有機農業者等に対して交付金を交付する。

年度7

〇集落説明会の開催
〇市推進協議会の開催
〇集落事業計画の策定・認定
〇現地確認
〇活動記録・収支の検査

中山間地域等直接支払制度の対象となっている法指定地域及び知事特認地域における一定以上の傾斜を有す
る農用地区域内の農地

農業の持続的発展等を確保する観点から、有機農業等の環境と調和のとれた環境に優しい農業を推進すると
ともに、中山間地域における農業生産活動の維持又は農用地の保全管理を通じて、農業の有する多面的機能
を確保する。

R 4 R 5 R 6 R 7
R 8

中山間地域等直接支払交付金交付農家数 件 0 0 705 760 780

環境に優しい農業に取り組む農業者数 経営体 0 0 10 12 13

中山間地域等直接支払制度取組面積 ｈａ

R 4 R 5 R 6 R 7
R 8

0 0 287 290 295
0 0 229.5

取組農家数の増加に伴い、取組地域において活発な営農活動が
行われたことから、取組面積は増加したものの目標には及ばな
かった。 80.0%

点28

R 2 R 3 R 4 R 5 R 6 R 7 R 8 R 9
0 0 287 290 295 300
0 0 229.5

0 0 287 290 295 300
0 0 229.5

環境にやさしい農業の取組面積 ｈａ

R 4 R 5 R 6 R 7
R 8

0 0 7.5 8 8.5
0 0 7.8

積極的に環境にやさしい農業に取り組む農家数が増加したこと
で、作付面積も広がり目標を達成できた。

104.0%

点35



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～( 0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

48,044 50,452 53,408 63,076

41,308 43,678 44,144 53,812

6,736 6,774 9,264 9,264

５

５

５

３

３

５

令
和

6

令
和

7

〇集落説明会の開催
〇市推進協議会の開催
〇集落事業計画の策定・認定
〇現地確認
〇活動記録・収支の検査

〇集落説明会の開催
〇市推進協議会の開催
〇集落事業計画の策定・認定
〇現地確認
〇活動記録・収支の検査

中山間地域等直接支払制度
　交付金　４１，３４１千円
　推進事業費　　２８４千円
　負担金　　１，５５８千円
環境保全型農業直接支払制度
　交付金 ９６１千円

中山間地域等直接支払制度
　交付金　４８，９４６千円
　推進事業費　　２９２千円
　委託料　　２，７４４千円
　負担金 ４０千円
環境保全型農業直接支払制度
　交付金　　１，７９０千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

44,144

0

31,455

0

0

12,689

13,677

0

0

40,135

0

53,812

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

現状が望ましい

業

Ａ 89 100
89 継続

　中山間地域の耕作条件の不利な環境において、農業者の高齢化など担い手不足は深刻な状況にあるが、交付金を活用し、地域集落に

おいて農地の維持管理に取り組んでいる。

　有機農業者等が、交付金を活用し、化学肥料・化学合成農薬を原則５割以上低減した上で、地球温暖化防止や生物多様性保全に効果

の高い営農活動に取り組んでいる。

農業の持続的発展と農業の有する多面的機能の確保のため、引き続き中山間地域等直接支払制度及び環境保全型直接支払制度に取り組

む。

（予算）R 7（決算）R 6（決算）R 5（決算）R 4
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局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち

人と活力であふれる産業の振興

農林水産業の振興

生産振興と担い手の確保・育成

農業経営安定対策事業

創造都市推進局

農林水産課

087-839-2422

令和 年度～6 令和 年度13

経営所得安定対策等実施要綱、経営所得安定

小麦等の推進作物への誘導により、水田を有効活用し、農業経営における収益向上を推進するため、事業を実施する
高松市地域農業再生協議会に補助金を交付し、経営所得安定対策の円滑な推進を図る。

年度7

・農業者への営農計画書及びパンフレット等の配布
・営農計画書のシステム入力による水田台帳の管理
・交付対象作物の現地確認及び販売実績の確認
・水田機能回復のための畔塗作業等の取組に対する支援
・収入保険制度にかかる新規就農者の保険料に対する支援

市内の農業者

国の経営所得安定対策制度の活用による市内農業者の経営安定を図るとともに、主食用米の需要に応じた生
産と、麦類や露地野菜等の産地作物の作付を推進し、食料自給率の向上を図る。

R 4 R 5 R 6 R 7
R 8

経営所得安定対策等交付金交付申請者数 人 0 0 533 550 550

交付対象作物の作付面積 ｈａ

R 4 R 5 R 6 R 7
R 8

0 0 900 900 900
0 0 1,190

交付対象作物の作付面積については、担い手による麦類の作付
や、飼料作物の作付による耕畜連携の取組が増加したことによ
り、目標面積を達成することができた。 132.2%

点35

R 2 R 3 R 4 R 5 R 6 R 7 R 8 R 9
0 0 900 900 900 900
0 0 1190

0 0 900 900 900 900
0 0 1190

麦作付け面積 ｈａ

R 4 R 5 R 6 R 7
R 8

0 0 750 760 770
0 0 766

麦類の生産については、収穫期の降雨による収量・品質の低下
が見られたものの、作付面積については目標を達成した。

102.1%

点35



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～( 0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

53,251 49,808 56,592 48,767

27,805 24,969 30,344 22,519

25,446 24,839 26,248 26,248

５

３

５

３

３

３

令
和

6

令
和

7

・農業者への営農計画書及びパンフレット等の配布
・営農計画書のシステム入力による水田台帳の管理
・交付対象作物の現地確認及び販売実績の確認
・営農用機械・器具の整備に対する支援

・農業者への営農計画書及びパンフレット等の配布
・営農計画書のシステム入力による水田台帳の管理
・交付対象作物の現地確認及び販売実績の確認
・水田機能回復のための畔塗作業等の取組に対する支援
・収入保険制度にかかる新規就農者の保険料に対する支援

経営所得安定対策推進事業費
補助金
　１８，５０４千円

かがわの水田農業競争力強化
対策事業費補助金
　１１，８４０千円

経営所得安定対策推進事業費
補助金
　２１，８７５千円

水田機能維持・活用促進事業
　　　　３００千円

農業経営収入安定化支援事業
　　　　３４４千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

30,344

0

27,384

0

0

2,960

344

0

0

22,175

0

22,519

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

概ね効率的にできている

業

Ａ 92 100
92 継続

　経営所得安定対策については、国の事業を活用し、適切な実施が図られた。なお、この事業は、国の補助金で賄われているが、事務

局運営費である推進事務費等が年々減額されており、事業の推進に支障を来しつつある。

当該事業は、輸入に頼っている戦略作物の作付推進による食料自給率の向上と、米作離れ等による離農者増加に伴う遊休農地の増加を

防ぐためのものであり、担い手による農地の借受促進にも資するものである。今後も、国の戦略作物の振興、本市の特産物となり得る

野菜等の作付拡大を図り、農業者の営農意欲を促進していく。

（予算）R 7（決算）R 6（決算）R 5（決算）R 4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち

人と活力であふれる産業の振興

農林水産業の振興

生産振興と担い手の確保・育成

農業次世代人材投資事業

創造都市推進局

農林水産課

087-839-2422

令和 年度～6 令和 年度13

新規就農者育成総合対策実施要綱等

次世代を担う農業者となることを志向する者に対し、経営開始時の早期の経営確立を支援する資金を交付するととも
に、優れた農業技術や経営能力を持った若い農業者を育成するため、栽培品目や地域ごとに組織された農業後継者ク
ラブの活動を支援する。

年度7

①農業次世代人材投資資金
②経営開始資金
③農業後継者クラブ育成事業

市内の新規就農者等

新規就農直後の経営確立を支援する国の資金を交付するとともに、農業後継者クラブ活動を通じて、優れた
農業技術や経営能力を持つ次世代の農業者を育成する。

R 4 R 5 R 6 R 7
R 8

経営開始資金等交付農家数 人 0 0 32 20 20

認定新規就農者数（延べ） 経営体

R 4 R 5 R 6 R 7
R 8

0 0 98 105 112
0 0 101

関係機関と連携して、就農相談会の開催や青年等就農計画の作
成支援を行うことにより、認定新規就農者を確保した。

103.1%

点35

R 2 R 3 R 4 R 5 R 6 R 7 R 8 R 9
0 0 98 105 112 120
0 0 101

0 0 98 105 112 120
0 0 101

R 4 R 5 R 6 R 7
R 8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～( 0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

0 53,551 53,639 62,940

0 46,777 46,691 55,992

0 6,774 6,948 6,948

５

３

５

３

３

３

令
和

6

令
和

7

①農業次世代人材投資資金
②経営開始資金
③農業後継者クラブ育成事業

①農業次世代人材投資資金
②経営開始資金
③農業後継者クラブ育成事業

①２４，５０２千円
②２１，７５０千円
③ ４３９千円

①１６，５００千円
②３９，０００千円
③ ４９２千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

46,691

0

46,251

0

0

440

492

0

0

55,500

0

55,992

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

概ね効率的にできている

業

Ａ 92 100
92 継続

積極的に就農相談活動を行うとともに、国の経営開始資金等を活用することにより、新規就農者の確保・育成に努め、認定新規就農者

を確保した。

国の事業を活用して、引き続き新規就農者の確保・育成を図る。

（予算）R 7（決算）R 6（決算）R 5（決算）R 4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち

人と活力であふれる産業の振興

農林水産業の振興

生産振興と担い手の確保・育成

担い手への支援・農地集積推進事業

創造都市推進局

農林水産課

087-839-2422

令和 年度～6 令和 年度13

農業経営基盤強化促進法　農地中間管理事業

　地域農業の維持・発展のため、令和７年３月２４日に高松市地域計画を策定した。これらは、地域の農業者の話し
合いに基づき、地域農業の維持・発展を図るため、担い手への農地集積を促すものである。随時、当該計画を変更　
し、地域内農用地が継続的に維持・管理されるよう農業委員会、農地機構等の関係団体と連携し、優良農地の確保、
担い手への農地集積・集約を進めていく。

年度7

①人・農地将来ビジョン確立・実現支援事業費　②優良農地確保対策事業費　③担い手への農地集積促進事業費　④
多様な農業経営体育成推進事業費　⑤農業経営基盤強化促進事業費　⑥農業近代化資金利子補給費

・認定農業者、認定新規就農者、集落営農などの担い手
・農用地

担い手への農地集積を推進し、担い手の育成を図るとともに、地域農業の維持・発展及び農地の保全等を図
る。

R 4 R 5 R 6 R 7
R 8

地域計画への参画者数 人 0 0 314 310 310

担い手農業者数 人

R 4 R 5 R 6 R 7
R 8

0 0 425 435 445
0 0 431

認定農業者経営拡大事業及び農地中間管理事業等の活用により
概ね目標を達成できた。

101.4%

点35

R 2 R 3 R 4 R 5 R 6 R 7 R 8 R 9
0 0 425 435 445 455
0 0 431

0 0 425 435 445 455
0 0 431

担い手への農地集積率 ％

R 4 R 5 R 6 R 7
R 8

0 0 32 33 34
0 0 31.6

農地中間管理事業等の活用により、農地集積率は目標をほぼ達
成できた。

98.8%

点35



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～( 0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

52,115 183,053 104,257 65,581

31,160 154,450 85,729 47,053

20,955 28,603 18,528 18,528

５

３

５

３

５

３

令
和

6

令
和

7

①人・農地将来ビジョン確立・実現支援事業費　②優良農
地確保対策事業費　③担い手への農地集積促進事業費　④
農業経営基盤強化促進事業費　⑤農業近代化資金利子補給
費　⑥持続可能な地域農業の実現支援事業費（農業経営収
入安定化支援事業、農林水産業継続緊急支援事業）　⑦集
落営農推進支援事業費

①人・農地将来ビジョン確立・実現支援事業費　②優良農
地確保対策事業費　③担い手への農地集積促進事業費　④
多様な農業経営体育成推進事業費　⑤農業経営基盤強化促
進事業費　⑥農業近代化資金利子補給費

①４，９０４千円②４，５１
０千円③７，５０１千円④３
，６６８千円⑤４２千円⑥６
２，４３０千円⑦２，６７４
千円

①２，１４４千円②１，８０
０千円③１，５００千円④３
７，８５２千円⑤３，７０７
千円⑥５０千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

85,729

0

9,887

0

0

75,842

10,360

0

0

36,693

0

47,053

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が中程度、義務的事

現状が最適である

概ね効率的にできている

業

Ａ 94 100
94 継続

　担い手への農地集積・集約化により生産体制の整備が図られた。

　「地域計画」の策定に関し、香川県農地機構、農業委員会等関係機関と連携し、地域農業の現状等を適切に把握しながら取り組むも

のである。

香川県農地機構との連携強化により、引き続き、農地の利用集積・集約を進めるとともに、担い手の育成を図る。

また、令和７年３月２４日に策定した地域計画を随時変更していく。

（予算）R 7（決算）R 6（決算）R 5（決算）R 4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち

人と活力であふれる産業の振興

農林水産業の振興

生産振興と担い手の確保・育成

農業団体育成事業

創造都市推進局

農林水産課

087-839-2422

令和 年度～6 令和 年度13

市内の農業関係機関や農業者団体と連携して、本市農業の総合的振興及び発展を図るため、各種農業団体に対する支
援等を行うとともに、農業保険法に基づく農業共済事業等を推進するため、市内を管轄する農業共済組合に対し、補
助金を交付する。

年度7

①農業団体育成費
②園芸団体育成費

市内の農業生産者

農業関係機関と連携して、地域農業の総合的振興及び発展を図り、時代に即応した農業生産基盤の確立を目
指す。

R 4 R 5 R 6 R 7
R 8

補助金交付件数 件 0 0 6 7 7

市内の農畜産物販売額（ＪＡ取扱分） 億円

R 4 R 5 R 6 R 7
R 8

0 0 40 40 40
0 0 44.6

農業生産資材の高騰や夏期の高温等による厳しい農業情勢の下
、関係機関が連携して農業生産振興に努めた結果、農産物価格
が相対的に上昇したこともあり、販売額については目標を達成
した。

111.5%

点35

R 2 R 3 R 4 R 5 R 6 R 7 R 8 R 9
0 0 40 40 40 40
0 0 44.6

0 0 40 40 40 40
0 0 44.6

R 4 R 5 R 6 R 7
R 8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～( 0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

10,628 9,772 9,587 10,146

6,138 6,008 5,727 6,286

4,490 3,764 3,860 3,860

５

３

３

３

３

３

令
和

6

令
和

7

①農業団体育成費
②園芸団体育成費

①農業団体育成費
②園芸団体育成費

①５，５９４千円
②　　１３３千円

①６，１０５千円
②　　１８１千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

5,727

0

0

0

0

5,727

6,286

0

0

0

0

6,286

結びつく

横ばいである

貢献度が中程度、義務的事

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

概ね効率的にできている

業

業

Ａ 90 100
90 継続

各種農業団体に対する支援等を行い、本市農業の総合的振興及び発展が図られた。

事業に支障がない範囲で、必要に応じて補助金の見直しを検討する。

（予算）R 7（決算）R 6（決算）R 5（決算）R 4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち

人と活力であふれる産業の振興

農林水産業の振興

生産振興と担い手の確保・育成

農福連携推進事業

創造都市推進局

農林水産課

087-839-2422

令和 年度～6 令和 年度13

重点取組

農業・福祉の連携に関する啓発活動や両者のマッチングを促進することにより、農業分野における障がい者の就労や
生きがいづくりの場を創出するとともに、多様な農業人材の確保・活用を図るもの。

年度7

①高松市農福連携推進協議会
②農福連携スタートアップ事業

市内の農業生産者及び福祉事業者

農業分野と福祉分野の連携を推進し、障がい者等の農業参入を目指す。

R 4 R 5 R 6 R 7
R 8

交流会等の開催数 件 0 0 4 3 3

新たに農福連携に取り組む経営体（延べ） 経営体

R 4 R 5 R 6 R 7
R 8

0 0 1 2 3
0 0 1

農福連携農作業体験会等の実施を通じて、新たに農福連携に取
り組む経営体の目標を達成することができた。

100.0%

点35

R 2 R 3 R 4 R 5 R 6 R 7 R 8 R 9
0 0 1 2 3 4
0 0 1

0 0 1 2 3 4
0 0 1

R 4 R 5 R 6 R 7
R 8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～( 0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

0 0 5,813 6,604

0 0 409 1,200

0 0 5,404 5,404

３

５

３

５

３

３

令
和

6

令
和

7

・農福連携推進協議会の設立
・視察研修の実施（安芸市・西条市）
・生産現場見学会、農作業体験会の実施

①高松市農福連携推進協議会
②農福連携スタートアップ事業

４０９千円

① ２００千円
②１，０００千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

409

0

0

0

0

409

1,200

0

0

0

0

1,200

一部結びつく

高まっている

貢献度が中程度、義務的事

貢献度が大きい

現状が望ましい

概ね効率的にできている

業

Ａ 92 100
92 拡充

　新たに高松市農福連携推進協議会を設立したほか、農作業体験会、生産現場見学会や視察研修を実施し、農業者と福祉事業所の相互

理解を促進した。

市内農業者や福祉事業所で構成する高松市農福連携推進協議会において、試行的な農作業請負を推進するとともに、令和７年度からは

、新たに農福連携スタートアップ事業補助金を創設し、農福連携のマッチングを促進する。

（予算）R 7（決算）R 6（決算）R 5（決算）R 4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち

人と活力であふれる産業の振興

農林水産業の振興

生産振興と担い手の確保・育成

畜産団体育成事業

創造都市推進局

農林水産課

087-839-2422

令和 年度～6 令和 年度13

畜産団体育成事業は、畜産の振興上必要な諸事項の協議、調査等を行う市畜産振興協議会及び畜産団体の活動経費に
対して補助を行う。また、畜産共進会や枝肉共励会を開催し、飼養技術向上を図るなど高松市の畜産振興を図るため
の事業である。

年度7

（１）負担金
香川県畜産協会負担金、高松市畜産共進会負担金

（２）補助金
高松市畜産振興協議会事業、高松市肉牛枝肉共励会事業

高松市内の畜産農家

高松市内の牛豚飼養農家が県と市の共進会に参加し、飼養技術の向上を図る。

R 4 R 5 R 6 R 7
R 8

畜産団体の補助金交付件数 件 0 0 2 2 2

１戸当たりの乳用牛飼養頭数 頭

R 4 R 5 R 6 R 7
R 8

0 0 126 128 129
0 0 151

市内の乳用牛の増産が図られたことから、目標値を達成できた
。

119.8%

点35

R 2 R 3 R 4 R 5 R 6 R 7 R 8 R 9
0 0 126 128 129 130
0 0 151

0 0 126 128 129 130
0 0 151

１戸当たりの肉用牛飼養頭数 頭

R 4 R 5 R 6 R 7
R 8

0 0 162 164 166
0 0 207

市内の肉用牛の増産が図られたことから、目標値を達成できた
。

127.8%

点35



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～( 0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

3,831 1,590 1,552 1,510

837 837 780 738

2,994 753 772 772

５

３

５

３

３

５

令
和

6

令
和

7

（１）負担金
香川県畜産協会負担金、高松市畜産共進会負担金

（２）補助金
　高松市畜産振興協議会事業、高松市肉牛枝肉共励会事業

（１）負担金
香川県畜産協会負担金、高松市畜産共進会負担金

（２）補助金
　高松市畜産振興協議会事業、高松市肉牛枝肉共励会事業

（１）４７０千円
（２）３１０千円

（１）４２８千円
（２）３１０千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

780

0

0

0

0

780

738

0

0

0

0

738

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

現状が望ましい

業

Ａ 94 100
94 継続

国際情勢の変化に伴う飼料価格高騰の影響を受けた畜産農家を支援するため、親子料理教室を開催し、畜産製品の消費拡大キャンペー

ンを展開した。

畜産団体や共励会・共進会が開催する事業等へ助成をすることで、各団体の育成のほか飼養技術の向上を図る等、畜産振興の発展に寄

与していく。

（予算）R 7（決算）R 6（決算）R 5（決算）R 4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち

人と活力であふれる産業の振興

農林水産業の振興

生産振興と担い手の確保・育成

水産団体育成事業

創造都市推進局

農林水産課

087-839-2422

令和 年度～6 令和 年度13

（１）水産業振興の円滑な推進のため、関係漁業団体に対し助成する。
（２）後継者の育成や水産物の消費拡大を図るために漁業体験等を実施する水産団体に助成する。

年度7

関係水産団体への助成
（１）負担金　香川県水産振興協会
（２）補助金　高松市漁業組合連絡協議会
（３）子どもを対象とした水産教室の開催　漁業団体
（４）事務費

市内の漁業者

漁業者組織を中心に各種水産振興施策を推進する。

R 4 R 5 R 6 R 7
R 8

助成団体数 団体 0 0 2 2 2

生鮮水産物出荷量 ｔ

R 4 R 5 R 6 R 7
R 8

0 0 3,000 3,000 3,000
0 0 2,652

新型コロナウイルス感染症の規制が撤廃されイベント等の再開
により経済も回復傾向にあったが、魚介類の消費量の回復は遅
く生鮮水産物の出荷量は落ち込み、目標を達成できなかった。 88.4%

点31

R 2 R 3 R 4 R 5 R 6 R 7 R 8 R 9
0 0 3000 3000 3000 3000
0 0 2652

0 0 3000 3000 3000 3000
0 0 2652

R 4 R 5 R 6 R 7
R 8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～( 0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

2,616 4,353 2,885 3,090

1,868 1,342 1,341 1,546

748 3,011 1,544 1,544

５

３

５

３

３

５

令
和

6

令
和

7

関係水産団体への助成
（１）負担金
　香川県水産振興協会
（２）補助金
　高松市漁業組合連絡協議会
（３）子どもを対象とした水産教室の開催
（４）事務費

関係水産団体への助成
（１）負担金　香川県水産振興協会
（２）補助金　高松市漁業組合連絡協議会
（３）子どもを対象とした水産教室の開催　漁業団体
（４）事務費

（１）７００千円
（２）４８０千円
（３）１６０千円
（４）　　１千円

（１）９００千円
（２）４８０千円
（３）１６０千円
（４）　　６千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

1,341

0

100

0

0

1,241

1,446

0

0

100

0

1,546

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

現状が望ましい

業

Ａ 86 100
86 継続

水産業の活性化に関する事業を実施した。

本市の水産振興施策の効果的な実施のため、事業継続は必要である。

なお、一部の事業については、事務事業の見直しにより、令和３年度から廃止となった。

（予算）R 7（決算）R 6（決算）R 5（決算）R 4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち

人と活力であふれる産業の振興

農林水産業の振興

地産地消の推進

高松ブランド農産物育成支援事業

創造都市推進局

農林水産課

087-839-2422

令和 年度～6 令和 年度13

③6-

消費者の視点に立ち、地産地消を基本とした一般市民との共生型農業を推進するため、市内で生産された新鮮で良質
な農産物や加工品を市民に提供し、食の安全に対する信頼回復を図るとともに、地域ブランドとして「高松産ごじま
ん品」を推進し、市内農産物の需要拡大と市民の健康で豊かな食生活の実現を図るために必要な事業を実施する。ま
た、六次産業化・農商工連携による農産物のブランド化を図る。

年度7

①高松ブランド農産物育成支援
②学校給食における高松産ごじまん品等利用拡大

高松産ごじまん品（市内農畜産物）

地産地消活動や「高松産ごじまん品」のブランド化を促進する。

R 4 R 5 R 6 R 7
R 8

高松産ごじまん品ホームページ更新回数 回 0 0 12 10 10

高松産ごじまん品ホームページ閲覧数 件

R 4 R 5 R 6 R 7
R 8

0 0 35,900 36,600 37,300
0 0 36,119

農業体験教室、たかまつ食と農のフェスタ等のイベントを積極
的にＰＲしたことにより、目標値を上回った。

100.6%

点35

R 2 R 3 R 4 R 5 R 6 R 7 R 8 R 9
0 0 35900 36600 37300 38000
0 0 36119

0 0 35900 36600 37300 38000
0 0 36119

地元の食材を意識して購入している割合 ％

R 4 R 5 R 6 R 7
R 8

0 0 34 36 38
0 0 27.3

食材の価格高騰により、産地よりも価格を基準に選ぶ割合が高
くなったことから、目標値を下回った。

80.3%

点28



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～( 0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

42,931 10,796 23,308 19,886

32,453 2,516 12,500 9,078

10,478 8,280 10,808 10,808

５

３

５

３

３

３

令
和

6

令
和

7

①高松ブランド農産物育成支援
②学校給食における高松産ごじまん品等利用拡大

①高松ブランド農産物育成支援
②学校給食における高松産ごじまん品等利用拡大

①　２，５００千円
②１０，０００千円

①　２，５００千円
②　６，５７８千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

12,500

0

0

0

0

12,500

9,078

0

0

0

0

9,078

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

概ね効率的にできている

業

Ａ 85 100
85 継続

　たかまつ食と農のフェスタや農業体験教室を実施し、食育・地産地消を推進した。

　また、学校給食において地場産農畜水産物のＰＲ及び消費拡大に取り組んだ。

引き続き、食育・地産地消を推進し、農産物のブランド化に取り組む。

（予算）R 7（決算）R 6（決算）R 5（決算）R 4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち

地域活力の創造

高松ブランドの向上

関係人口の創出・拡大

グリーン・ツーリズム推進事業

創造都市推進局

農林水産課

087-839-2422

令和 年度～6 令和 年度13

香川県グリーンツーリズム推進事業費補助金

農村地域において、自然や文化、人々との交流を楽しむ滞在型の余暇活動であるグリーン・ツーリズムを推進するた
め、高松市グリーン・ツーリズム推進協議会等の活動に対する支援や、市民農園の利用促進を図ることにより、農業
や農村に対する理解を促進し、農村と都市との交流促進を通じた地域の活性化を目指す。

年度7

グリーン・ツーリズム推進事業

市民

グリーン・ツーリズム活動を推進することにより、都市住民と農村住民の交流の活発化を図り、農村地域の
活性化を目指す。

R 4 R 5 R 6 R 7
R 8

補助金交付件数 件 0 0 1 1 1

グリーン・ツーリズム年間入込客数 人

R 4 R 5 R 6 R 7
R 8

0 0 164,000 166,000 168,000
0 0 201,716

新型コロナウイルス感染症の影響が低下し、インバウンド客が
増加したことから目標を達成することができた。

123.0%

点35

R 2 R 3 R 4 R 5 R 6 R 7 R 8 R 9
0 0 164000 166000 168000 170000
0 0 201716

0 0 164000 166000 168000 170000
0 0 201716

R 4 R 5 R 6 R 7
R 8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～( 0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

748 1,607 1,771 1,772

0 854 999 1,000

748 753 772 772

５

５

３

３

３

３

令
和

6

令
和

7

グリーン・ツーリズム推進事業

グリーン・ツーリズム推進事業

補助金　　９９９千円

補助金１，０００千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

999

0

499

0

0

500

500

0

0

500

0

1,000

結びつく

高まっている

貢献度が中程度、義務的事

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

概ね効率的にできている

業

業

Ａ 92 100
92 継続

高松空港エリア観光農業推進協議会が実施する誘客の取組を支援した。グリーン・ツーリズム実践団体の来場者は回復傾向にある。

グリーン・ツーリズム実践団体に対する支援を実施し、グリーン・ツーリズム実践団体の増加及び農村の活性化を図る。

（予算）R 7（決算）R 6（決算）R 5（決算）R 4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち

地域活力の創造

高松ブランドの向上

特産品の育成・振興

高松盆栽産地ブランド確立事業

創造都市推進局

農林水産課

087-839-2422

令和 年度～6 令和 年度13

重点取組 ②6- 高松盆栽産地ブランド確立事業補助金交付要

「高松市伝統的ものづくり振興条例」の基本理念及び「『高松盆栽の郷』基本構想」に基づき、高松盆栽の総合的な
振興を図るため、盆栽事業者と連携し、高松盆栽ＰＲ、盆栽の生産振興、輸出拡大による販路の拡大等を推進し、人
づくりの推進及び高松盆栽の育成・振興並びにブランド化を図る。

年度7

①盆栽産地振興事業
②高松盆栽ＰＲ事業
③高松盆栽次世代人材育成事業
④盆栽産地の受入体制整備事業
⑤大阪・関西万博等出展支援事業

盆栽の振興

高松盆栽の生産振興及び地域の活性化を図る。

R 4 R 5 R 6 R 7
R 8

イベント等における高松盆栽のＰＲ開催回数 回 0 0 6 5 5

「高松盆栽の郷」売上金額 万円

R 4 R 5 R 6 R 7
R 8

0 0 5,600 6,400 7,200
0 0 4,326

施設の認知度が向上し、秋の「高松盆栽の郷フェスタ」が開催
される１０月には売り上げは増加しているものの、物価高騰の
影響などにより、前年のような夏場の大口売り上げがなく、目
標を達成できなかった。

77.3%

点27

R 2 R 3 R 4 R 5 R 6 R 7 R 8 R 9
0 0 5600 6400 7200 8000
0 0 4326

0 0 5600 6400 7200 8000
0 0 4326

R 4 R 5 R 6 R 7
R 8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～( 0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

14,218 11,402 23,063 21,827

7,482 5,380 18,431 17,195

6,736 6,022 4,632 4,632

５

３

５

５

３

３

令
和

6

令
和

7

①盆栽産地振興事業
②高松盆栽ＰＲ事業
③高松盆栽次世代人材育成事業
④盆栽産地の受入体制整備事業
⑤旅費

①盆栽産地振興事業
②高松盆栽ＰＲ事業
③高松盆栽次世代人材育成事業
④盆栽産地の受入体制整備事業
⑤大阪・関西万博等出展支援事業
⑥高松盆栽魅力発信事業

①　　　９９４千円
②　２，５００千円
③　　　９５０千円
④１３，９４８千円
⑤　　　　３９千円

①　　　９４４千円
②　８，７０５千円
③　１，８００千円
④　２，９１５千円
⑤　　　２１３千円
⑥　２，６１８千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

18,431

8,974

0

0

0

9,457

17,195

0

0

0

0

17,195

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が望ましい

概ね効率的にできている

Ｂ 78 100
78 継続

高松盆栽学校や高松盆栽の郷フェスタ、高松盆栽ＷＥＥＫの他、国の地域観光新発見事業を活用した盆栽産地の受入体制整備等に取り

組み、ＰＲに努めてきたが、拠点施設における販売金額は減少した。

県、ＪＡ及び盆栽生産者と連携して、引き続き「高松盆栽の郷」基本構想に基づく取組を行う。

（予算）R 7（決算）R 6（決算）R 5（決算）R 4


